
なでしこ銘柄

女性の力を活かす企業を応援します！

経済産業省と東京証券取引所では、平成24年度より、女性の活躍推進に優れた

上場企業を「なでしこ銘柄」として選定しており、今年度で10年目を迎えます。

「中長期の企業価値向上」を重視する投資家にとって魅力ある銘柄として紹介

することで企業への投資を促し、多様性を重視する労働市場からの注目も集め

ることで、各社の女性活躍推進に向けた取組を後押ししています。

なでしこ銘柄は、今年度で10年目！

▶投資判断等に

女性活躍情報を

活用する理由

◀投資判断へ

の女性活躍情

報の活用

内閣府「令和２年度 ジェンダー投資に関する調査研究 報告書概要版」より

内閣府が機関投資家等を対象に実施したアンケート

調査によると、半数以上の機関投資家が投資判断に

おいて女性活躍情報を活用していると回答。

そのうち約９割の機関投資家が、投資判断や業務に

おいて女性活躍情報を活用する理由として、「企業

の業績に長期的には影響がある情報と考えるため」

と回答。

機関投資家が注目する女性活躍情報

ミレニアル世代の人材は、就職先を選定する

際に、企業の「多様性や受容性の方針」を

重要視しており、特に女性はこの傾向が顕著。

労働市場も多様性を重視

（注記）回答者：ミレニアル世代（1980年～1995年生まれ）の男性 1,349人、女性8,756人

（出所）PwC ミレニアル世代の女性：新たな時代の人材（2015年）



 「なでしこ銘柄」44社、「準なでしこ」

19社を選定。

 女性の活躍推進に向けた企業の具体的取組

を「注目企業」等として12社、レポート

で紹介。

 「なでしこチャレンジ企業」リストには、

女性活躍度調査回答企業494社中369社

（74.7%）が掲載を希望し、自社の取組

をPR。

令和２年度の選定実績

女性活躍度調査に是非ご参加下さい！

「なでしこ銘柄」に選定されるには、女性活躍度調

査への回答が必要です。昨年度は、JPX日経400企業

の43.4％が参加しています。

 銘柄に選定されない場合も、「なでしこチャレン

ジ企業」としてリストに掲載することで、自社の

取組についてPRが可能です。

 回答企業全社に調査結果のフィードバックシート

をお送りします。フィードバックシートは、貴社

実績、全体および業種別の偏差値や実績の平均値

を一覧で把握していただける内容です。

今年度の選定のポイント

女性取締役が複数名おり、かつ、女性取締役比率が10％以上の企業を更に
加点

女性執行役員が複数名おり、かつ、女性執行役員比率が10％以上の企業を
更に加点

予め業種毎に設定した選定枠に該当する上位企業に加え、各業種における
1位企業スコアの85％以上かつ全体順位上位15％程度以上のスコアの企業
を「なでしこ銘柄」として選定
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今年度調査の新たなトピック～女性役職者登用のパイプライン強化～

第５次男女共同参画基本計画（令和２年１２月閣議決定）にて経済分野におけ

る課題として「女性の採用から管理職・役員へのパイプラインの構築が途上で

あること」が挙げられたことを踏まえ、本調査において、既存設問「各職階の

女性比率」に加え、新たに「昇進における男女比率」を測る項目を設定します。

今年度は選定に係る採点対象外ではありますが、各企業における実態把握の機

会としても活用いただき、積極的な回答をお願いいたします。
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